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無機固体電解質を用いた全固体電池は、安全・高出力・長寿命を兼ね備えた次世代電池として

注目されている。全固体電池製造において、良好な固体－固体界面形成のためには、高温焼結プ

ロセスを必要としない高成形性の固体電解質が有用である。硫化物系電解質は酸化物系電解質と

比べ、一般に高い成形性とイオン伝導度を有することが知られている。 

本講演では、硫化物系ガラス電解質の機械的特性と、電極－電解質界面の構築に関して、過去

から最近にわたる研究成果を概説する。 

多くの硫化物系電解質は、常温の加圧によって焼結し、緻密な成形体を得ることができる [1]。

我々はこれを常温加圧焼結と呼んでおり、高い成形性の指標としている。ガラス電解質において

は同一組成の結晶よりも高い成形性が確認される [2]。従来は、室温(25℃)におけるプレス成形に

よって得られた粉末成形体の充填率によって固体電解

質の成形性を評価してきた。最近我々は、一軸プレス成

形における動的な圧密挙動や、成形性と成形体の強度の

関係性に注目し、研究を進めている [3]。図 1 に代表的

な硫化物系固体電解質である Li3PS4 ガラスとアルジロ

ダイト型 Li6PS5Cl 結晶粉末の室温での一軸加圧成形に

おける相対密度変化を示す。相対密度はガスピクノメー

ターを用いて測定した粉体密度を 100%として算出した。

いずれの試料も室温成形において 90%を超える高い相

対密度を有する成形体が得られることが分かった。一方

で緻密化挙動は異なり、Li3PS4ガラスは低圧成形では相

対密度が低いが、高圧成形では 100%に迫る高い相対密

度の成形体を得ることができることが分かった。 

得られた結果と、緻密成形体に対する圧縮試験や断面

SEM観察を比較検討することで、緻密化メカニズムと機械的強度が関連していることを見出した。 

硫化物系固体電解質の高い成形性によって、室温プロセスによっても良好な電極－電解質界面

を有する全固体電池が構築可能であり、室温プロセスで構築した全固体電池においても、高出力

の充放電が可能である。講演では試作した全固体電池の充放電挙動も報告する。 
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Fig. 1 Compression behavior of Li3PS4 

glass and Li6PS5Cl crystal powders in 

uniaxial press molding. 
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